
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
（
『
豊
西
記
』・
『
造
領
記
』
等
）
。
城
下
町
の
隈
町
は
田
島
村

か
ら
町
場
を
移
し
て
成
立
し
た
町
で
あ

つ
た
。
『
豊
後
国
志
』
は
「
田
島
村
大
原
両
側
」

に
あ

つ
た
街
市
を
竹
田
村
に
移
し
、
「
隈
街
」
と
名
付
け
た
と
伝
え
て
い
る
。

日
限
城

の
城
郭
の
本
格
的
な
整
備
は
、
慶
長
元
年

（

一
五
九
六
）
に
入
部

し
た
毛
利

高
政
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
。
、
『
豊
西
説
話
』
に
は
五
層

の
天
守
と
三
層

の
櫓
を
建
て
た

と
あ
る
。

城

の
大
手
は
南
西
側
、
圃
手
は
東
側
で
、
北
側
に
堀
を
設
け
、
山
頂

の
本
丸

の
ほ
か

二
の
丸
、
三

の
丸
、

丹
後
丸
、

馬
場
な

ど
が

配
さ
れ

て

い
た
。

こ
れ
ら

の
多

く

は
、

公

園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
今
日
も
、
多
く

の
遺
構
を
と
ど
め
て
い
る
。
特
に
大
手

の
虎

口

の
梯
形

は
往
時

の
石
垣
よ
く
残

し

て

い
る
。

関

ケ
原
戦
後
、
毛
利
高
政
は
佐
伯
に
転
封
と
な
り
、
元
和
二

年

（

一
六

一
六
）
、
石

川
忠
総
が
豆
田
の
北
の
丸
山
城
に
入
部
、

こ
れ
を
永
山
城
と
改
め
、
城
下
の
丸
山
町
を

拡
張
し
て
豆
田
町
と
改
め
た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
目
隈
城
の
役
割
は
終
蔦
を
迎
え
た
。
右

の
隈
川
準

郵
で
も
こ
の
城
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
毛
侯
古
戦
場
」
と
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
合
戦

は
行
わ

れ

て

い
な

い
。

隈
川
の
清
流
を
め
ぐ
る

隈
川
、

つ
ま
り
三
隈
川
は
隈
町
に
沿
う
よ
う
に
流
れ
る
清
流

で
あ
る
。
当
然

の
こ
と

な
が
ら
、
三
隈
川
左
岸

一
帯
に
展
開
す
る
石
井
・
高
瀬
方
面

へ
の
遊
山
・

参
詣
に
あ
た

つ
て
も
大
事
な
経
由
地
と
な

っ
て
い
た
。
後
述
す
る
天
保
二
年

の
高
瀬

の
釜
淵
や
鬼
城

観
音
庵
、
あ
る
い
は
石
井

の
石
井
神
社
や
松
尾
神
社
等

へ
の
遊
山
の
記
事
に
見
え
る
と

お
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
遊
山
に
あ
た

っ
て
の
隈
川

の
渡
河
は
、
単
な
る
途
中

の
渡
河

と

い
う

の
で
は
な

く
、

こ

の
川

の
界

隈

の
美

し

い
風
景

も
大

切
な
行

程

に
ふ
く
ま

れ

て

い
た
と

い
う

こ
と

で
あ

ろ
う
。

ま
た
天
保
十

一
年

（

一
八
四
〇
）
二
月
の
「
散
歩
」
の
行
程
も
興
味
深

い
。

こ
こ
で

は
豆
田
あ
る
い
は
成
宜
固
か
ら

の
散
歩

の
道
筋
が
、
現
在
に
も
復
元
で
き
る
ほ
ど
克
明

に
記
さ

れ

て

い
る
。

二
月
二
八
日
。
久
兵
衛
、
仲
平
卜
共

二
散
歩

ス
。
浪
江
従

ヘ
リ
。
横
屋
ヲ
過
キ
、

田
島

二
至
り
、
稲
生
嗣

二
謁

シ
、
桜
花

ヲ
観
。
会
処
宮

二
至
り
、
鬼
塚

l壷

り
、

下
井

手

二
至

り
、
隈
川

ヲ
左

ニ
シ
、
荘

手
川

二
傍
ウ

テ
帰

レ
リ
。
往

反

二
里

二
近

シ
。

仲
平

力
家

ニ
テ
飯

ヲ
供

セ
リ
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
豆
田
ま
た
は
成
宜
固
か
ら
ま
ず
横
屋
を
過
ぎ
る
。
横
屋
は
今

の
日

田
駅

あ
た

り
、
元

町
周

辺
に
あ
た

る
。

こ
こ
か
ら

田
島

に
至

り
、
稲
生

嗣

つ
ま
り
若
八

幡
社
に
謁
で
桜
花
を
観
る
。

こ
こ
か
ら
南

に
歩

い
て
会
処
宮
、
そ
し
て
鬼
塚
に
登
る
。

鬼
塚
は
前
述

の
よ
う
に
会
所
宮

の
近
く
の
田
ん
ぼ

の
中
に
あ
る
古
墳
状
の
塚
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら

下
井
手

に
至
り

こ

こ
で
隈
川
を
左

に

し
、

つ
ま

り
隈
川

の
右

岸
を

竹

田
村
1

隈
町

へ
と
歩
き
荘
手

（
庄
手
）
川
に
沿

っ
て
帰

っ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。

亀
山
に
沿

っ
て
並
ぶ
隈
町
の
町
筋
で
は
、
ま
た
度

々
詩
会
な
ど
の
集

い
が
開
か
れ
た
。

・

文
化
十
四
年

（

一
八

一
七
）

六
月
二
十
四
日
。
隈
町

二
詩
会
ア
リ
テ
赴
ク
。
益
多
従
行
セ
リ
。
熊
谷
昇
地
主
ト

ナ
リ
。
方
山
元
台
力
隣
亭

ヲ
暇
リ
テ
会
ヲ
ナ

ス
。
亭

妄

ナ
シ
。
此
時
名
ケ
テ
水

明
亭
卜
云
フ
。
会

ス
ル
者
、
館
林
清
記
、
憎
恵
禅
、
蒲
池
久
市
。
方
山
寛
吾
ナ
リ
。

時

二
立

秋
前

一
日
ナ
リ
。

余

力
詩

二
日
ク
。
（
略

）

・

十
月
九
日
。
益
多

ヲ
携

ヘ
テ
館
林
清
記
ヲ
訪

フ
。
遂

二
清
記
ヲ
引
イ
テ
。
隈
川
ヲ

渡
り
。
穴
平
ノ
観
音
庵

二
会

ス
。
会

ス
～
者
。
熊
谷
升
。
児
玉
茂
。
僧
恵
禅
。
方

山
寛
吾
。
蒲
池
久
市
ナ
リ
。
予
十
二
歳
ノ
時
。
館
林
文
之
進

二
従

ッ
テ
。
此

二
来

り
。
叉
銭
塘
西
洋
ノ
二
老
。
及
ヒ
羽
野
養
諦
・

僧
法
天
ナ
ド
ト
来
り
遊

ヘ
リ
。
今

ヲ
距

ル

コ
ト
廿

五
年
。

旧
遊

ノ
人
ヲ
思

フ

ニ
。

一
モ
存

ス
ル
者
ナ

シ
。
感
嘆

二
堪

ヘ
ス
。

詩

二
日

ハ
ク
。

孤
亭
倍
翠
微
。
晴
賞
澹
忘
帰
。
風
篠
伝
寒
韓
。
姻
松
収
夕
霧
。

僧
亡
誰
煮
著
。
客
到
自
推
扉
。
欲
話
肝
年
夢
。
同
遊
人
総
非
。

・

文
政
十

一
年

（

一
八
二
八
）

。

七
月
八
日
。
隈
町
西
教
寺

二
詩
会
ア
リ
テ
趨
ケ
リ
。
謙
吉
。
直
衛
、
春
二
郎
従
行

ス
。
森
成
策
主
ト
ナ
ル
。
会
者
、
熊
谷
見
順
、
児
玉
茂
、
館
林
摘
記
、
釈
聞
恵
ナ

リ
。
余

力
詩

二
日
ク

西
風
昨
夜
沸
余
炎
。
遊
賞
今
朝
四
美
兼
。
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